
【平成29年酒造好適米の需給状況】

・ 平成29年需要量は、平成28年より２千㌧多い98～100千㌧程度と見込まれる。

・ 平成28年の供給過剰数量約５千㌧程度が平成29年に持ち越される見込みで

あることから、平成29年産の作付けは、平成29年需要量から当該持越分を

差し引いた93～95千㌧程度までの生産とする必要があると考えられる。

平成２９年酒造好適米の需給状況

・ 酒造好適米の供給過剰分の縮減を図るため、販売価格を引き下げるなどして、
「かけ米」や日本酒以外の用途向けに販売すると、生産者の経営を不安定とするな
ど、安定生産・安定供給に支障を来すおそれがあります。

・ したがって、平成29年産の酒造好適米の作付けに当たっては、持越在庫やこれま
での販売状況などを総合的に勘案の上、特定名称酒の原料や麹米としての需要に応
じた生産量を確保できるよう生産する必要があると考えられます。

・ また、より的確な需要に応じた生産に資するためには、は種前に生産者と需要者
が契約を行うことや複数年契約の取組の拡大を推進する必要があります。

酒造好適米の需要に応じた生産に向けて

昨年11月に実施した需要量調査（変更報告）、農産物検査数量及び関係者からの聞き取り等
により推計した平成29年酒造好適米の需給状況は以下のとおり。

今月の特集
【平成29年酒造好適米の需給見通し】

（酒造好適米の需要量調査結果等に基づく推計）
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【平成27年酒造好適米の需給状況】

・ 平成27年産生産量は、平成26年産より19千㌧多い109千㌧へと大幅に増加。

・ 平成27年需要量は、98～100千㌧程度と見込まれる。

・ 平成27年酒造好適米の供給過剰が見込まれたため、産地においては、販売価

格を引き下げて、かけ米の代替や日本酒以外の用途向けに販売したものの、３

千㌧程度が供給過剰として平成28年に持ち越されているものと見込まれる。

平成２７年酒造好適米の需給状況

【平成27、28年酒造好適米の需給状況】
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【28年酒造好適米の需給状況】

・ 平成28年産生産量は、約106千㌧程度と見込まれるが、平成27年から供給過

剰数量約３千㌧程度が持ち越される見込みであることから、合計109千㌧程度

が当面１年間に供給される見込み。

・ 平成28年需要量は、平成27年より２千㌧少ない96～98千㌧程度と見込まれ

る。

・ 供給過剰数量が約11～13千㌧程度発生すると見込まれる中、仮に平成27

年と同程度の６～８千㌧が日本酒以外の用途に販売されるとした場合、現

時点では、平成27年より約２千㌧程度多い約５千㌧程度が供給過剰として

平成29年に持ち越される見込み。

平成２８年酒造好適米の需給状況
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酒造好適米の需要量調査結果

・ 前回実施した調査以降、日本酒の製造計画の変更などによる直近の需要量（見込）を
把握するため、昨年11月に改めて需要量調査（変更報告）を実施。

以上のほか、詳細な情報は、以下ＵＲＬにより「日本酒原料米をとりまく状況及び
酒造好適米の需要量調査結果の概要」を参照ください。

ＵＲＬ：http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/kome_torihiki/seisyu01.html

酒造好適米の需要量調査結果 （回答のあったものの合計）

（酒造メーカー955社の需要量（平成27年）の農産物検査数量に対するカバー率は81％）

平成27年は、一部の酒造メーカーにおいて、「かけ米」用等として、当初の購入計画以
上に酒造好適米を購入したため、前回調査より約1千㌧多い88千トンとなった。

平成28年は、平成27年と同様、「かけ米」用等として、当初の購入計画以上の購入を行った
酒造メーカーがあったため、前回調査より約１千㌧多い86千㌧と見込まれる。（平成27年比
▲約２千㌧）

平成29年は、一部の酒造メーカーにおいて、製造計画の変更に伴い、需要量が増加したため、
前回報告より約１千㌧多い88千㌧と見込まれる。（平成28年比＋約２千㌧）
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平成２８年
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酒造好適米の需要量調査結果（変更報告）の概要


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

